
世界を戦乱へトランプの野望と狂気
批判も出来ない高市首相の情けなさ
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を
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◎
軍
事
費
減
ら
し
て
国
民
の
暮
ら
し
を
守
れ

戦
争
法
廃
止
、
憲
法
守
れ

桂
駅
西
口
宣
伝
に
参
加
下
さ
い
。

1
月
19
日
（
月
）

午
後

5
時
か
ら
30
分
間

阪
急
桂
駅
西
口

戦
争
開
始
は
簡
単
・
し
か
し
終
結
は
困
難

イ
ラ
ク
戦
争
は
、
２
０
０
３
年

3
月

20
日
に
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
が
主
体
と
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
が
加
わ
る
有
志
連
合
に
よ
っ
て

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
開
戦
理
由
は
、
ア
メ
リ

カ
の
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
よ
る
「
悪
の
枢
軸
」
発
言

と
、
イ
ラ
ク
が
大
量
破
壊
兵
器
を
保
有
し
て
い
る

と
い
う
疑
惑
で
し
た
。
し
か
し
、
戦
争
終
結
後
、

大
量
破
壊
兵
器
は
発
見
さ
れ
ず
、
戦
争
の
大
義
に

疑
問
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

フ
セ
イ
ン
大
統
領
は
２
０
０
３
年
３
月
に
拘
束

さ
れ
、
２
０
０
６
年

12
月
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
大
量
破
壊
兵
器
は
発
見
さ
れ
ず
、

戦
争
の
大
義
が
失
わ
れ
た
と
い
う
批
判
が
起
こ
り

ま
し
た
。
フ
セ
イ
ン
政
権
崩
壊
後
の
イ
ラ
ク
は
混

乱
し
、
反
米
ゲ
リ
ラ
の
活
動
や
宗
派
間
の
対
立
が

激
化
し
ま
し
た
。
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
組
織
「
Ｉ
Ｓ
」

の
台
頭
も
、
イ
ラ
ク
戦
争
後
の
混
乱
に
拍
車
を
か

け
ま
し
た
。

日
本
の
関
与

日
本
は
イ
ラ
ク
戦
争
に
直
接
参
戦
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
「
人
道
復
興
支
援
」
の
名
目
で
自
衛

隊
を
派
遣
し
ま
し
た
。
給
水
活
動
や
道
路
建
設
な

ど
に
あ
た
り
、
２
０
０
９
年
に
撤
収
し
ま
し
た
。

今
回
の
ト
ラ
ン
プ
の
野
望
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で

終
わ
ら
ず
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド･

コ
ロ
ン
ビ
ア･

メ

キ
シ
コ
と
戦
乱
を
拡
大
、
軍
事
費
も
２
倍
に
も
拡

大
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
、
歴
史
を
２
０
０

年
前
に
戻
す
よ
う
な
狂
気
の
野
望
で
す
。

ア
メ
リ
カ
が
起
こ
す
戦
争
を
戦
争
法
に
よ
り

「
存
立
危
機
事
態
」
と
こ
じ
つ
け
自
衛
隊
派
遣
な

ど
有
れ
ば
大
変
で
す
。

高
市
首
相
が
『
存
立
危
機
事
態
』
と
軽
々
し

く
発
言
、

こ
の
発
言
を
取
り
消
さ
な
か
っ
た
結
果
、

様
々
な
分
野
で
中
国
と
の
絶
縁
状
態
が
発
生
し
、
軍

事
面
で
も
一
触
即
発
の
事
態
を
招
い
て
い
ま
す
。

中
国
が
レ
ア
ア
ー
ス
の
輸
出
を
停
止
す
る
な
ど
、

日
本
経
済
や
文
化
面
ま
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
で
も
発
言
を
取
り
消
し
を
せ
ず
困

難
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

人
気
の
あ
る
う
ち
に
解
散
、
総
選
挙
を
行
う
と
の

報
道
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
国
民
健
康
保
険
逃
れ
」
で
党
の
存
立
も
危
う
い

維
新
と
の
連
立
も
解
消
せ
ず
、
国
民
民
主
と
の
連
立

を
狙
い
、
ま
さ
に
「
大
政
翼
賛
会
」
の
よ
う
な
イ
ケ

イ
ケ
で
憲
法
改
悪
を
狙
い
、
戦
争
す
る
国
へ
大
き
な

右
展
開
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
憲
法
守
れ･

戦
争
反
対
の

声
を
上
げ
る
と
き
で
す
。

イ
ラ
ク
・
フ
セ
イ
ン
殺
害
で
中
東
の
戦
乱
忘
れ
た
か

防
衛
費
拡
大
は
国
民
生
活
を
壊
す

復
興
特
別
所
得
税
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

後
に
導
入
さ
れ
た
。
所
得
税
額
に
２
・
１
％
を
上
乗
せ

し
、
３
７
年
ま
で
の
２
５
年
間
で
約
７
・
５
兆
円
を
捻

出
す
る
予
定
で
、
政
府
は
、
防
衛
力
強
化
の
財
源
と
し

て
、
復
興
特
別
所
得
税
の
税
率
を

1%
引
き
下
げ
、
そ
の

分
を
新
た
な
防
衛
特
別
所
得
税
に
充
て
る
方
針
で
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
さ
ら
に
軍
事
費
を
拡
大
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

高
市
首
相
は

台
湾
問
題
の
発
言
取
消
し
を



消費税は国民を苦しめる悪魔の税制

消
費
税
は
社
会
保
障
に
使
わ
れ
て
い
な
い

上
の
グ
ラ
フ
は

1
年
間
の
消
費
税･

所
得
税
・
法
人

税
の
年
度
毎
の
税
収
で
す
。
こ
の

3
税
は
一
般
会
計

と
し
て
扱
わ
れ
ま
す
の
で
何
に
使
お
う
が
政
府
の
自

由
で
す
。

消
費
税
は
国
税
と
地
方
消
費
税
が
あ
っ
て
上
図
の

金
額
は
国
税
で
約

8
％
分
で
す
。

地
方
消
費
税
は

別
に
約

5
兆
円
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
物
価
が
上
が
れ

ば
自
動
的
に
増
税
で
き
る
「
打
ち
出
の
小
槌
」
の
よ

う
な
悪
魔
の
税
制
で
す
。

さ
ら
に
輸
出
還
付
金
と
し
て

7
兆
円
（
Ｒ
４
年
）

が
大
企
業
な
ど
の
輸
出
企
業
に
還
付
さ
れ
国
民
が
負

担
し
た
消
費
税
総
額
は

37
兆
円
と
な
り
ま
す
。
国
民

1
人
あ
た
り
年
間

30
万
円
に
な
り
ま
す
。

消
費
税
を

5
％
に
す
れ
ば
年
間

15
万
円
の
減
税
と

な
り
ま
す
。
一
部
の
政
党
が
食
料
品
の
み
を

0
％
に

す
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
が
年
間

5
兆
円
程
度
で
一

人
あ
た
り
で
は

4
万
円
程
度
で
す
。

消
費
税
赤
字
税
務
署
？

左
表
で
大
量
の
輸
出
還
付
金
を
払
っ
て
い
る
税
務
署

は
皆
さ
ん
か
ら
消
費
税
を
受
け
取
っ
て
も
大
赤
字
を

出
し
て
い
ま
す
。

1
番
目
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
に
６
１
０
２
億
円
還
付

し
て
い
る
愛
知
県
豊
田
税
務
署
５
０
７
５
億
円
赤
字
。

４
番
目
は
村
田
製
作
所
に
７
６
２
億
円
還
付
し
て
い

る
西
京
区
も
管
轄
す
る
右
京
税
務
署
６
７
８
億
円
の

赤
字
（
Ｒ
４
）

皆
さ
ん
が
払
っ
た
消
費
税
は
そ
っ

く
り
大
企
業
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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